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谷口史郎 氏   

  「 今 治 タ オ ル 技 能 士 会 」 相 談 役 、 初 代 タ オ ル マ イ ス タ ー  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

た に ぐ ち・ し ろ う  ☆  1 9 4 3 年 8 月 、今 治 市 馬 越 町 生 ま れ 。5 人 兄 姉 の 末

っ 子 。 今 治 市 立 日 高 小 学 校 、 今 治 市 立 日 高 中 学 校 （ 現 ・ 西 中 学 校 ） を へ て 、

愛 媛 県 立 今 治 工 業 高 等 学 校 工 業 化 学 科 に 進 学 。高 校 卒 業 後 、富 士 イ ン キ 工 業

(株 )に 勤 務 。 1 9 6 6 年 に 同 社 を 退 職 し て 帰 今 し 、製 織 技 術 者 と し て 南 海 タ オ

ル 工 場 に 入 社 。 同 社 の 工 場 閉 鎖 に と も な い 、 1 9 8 6 年 に (株 )オ リ ム に 入 り 、

高 度 な 製 織 技 術 を 必 要 と す る 数 多 く の タ オ ル 製 品 を 開 発 。1 9 9 1 年 国 家 技 能

検 定 1 級 合 格 、2 0 0 6 年 今 治 タ オ ル 技 能 士 会 会 長 就 任 、2 0 0 8 年 初 代 タ オ ル

マ イ ス タ ー 認 定 、2 0 1 4 年 全 国 技 能 士 会 連 合 会 功 労 表 彰 受 賞 。そ し て 現 在 も

後 進 の 育 成 ・ 指 導 に 奮 励 し て い る 。  

約 半 世 紀 に わ た り タ オ ル づ く り の 第 一 線 で 活 躍 し 、 製 織 技 術 に

お い て 今 治 タ オ ル 業 界 内 の 評 価 は 非 常 に 高 い 。 現 役 時 代 の 技 術

的 能 力 の 高 さ は も ち ろ ん で あ る が 、 業 界 の 技 術 伝 承 、 後 進 の 技

術 指 導・育 成 で も 多 大 な 貢 献 を 果 た し て い る 。1 9 9 1 年 廃 止 の 国

家 技 能 検 定 に 代 わ る 厚 生 労 働 省 認 定 社 内 技 能 検 定 制 度 の 創 設 に

向 け て リ ー ダ ー シ ッ プ を 発 揮 し 、 ま た 業 界 の 国 家 技 能 検 定 1 級  

 

谷口史郎氏  

 

取 得 者 で 構 成 す る「 今 治 タ オ ル

技 能 士 会 」 の 会 長 を 務 め 、 さ ら

に 「 今 治 タ オ ル プ ロ ジ ェ ク ト 」

の 一 環 で 設 け ら れ た タ オ ル マ

イ ス タ ー 制 度 に お い て 2 0 0 8

年 に 初 代 タ オ ル マ イ ス タ ー に

も 任 命 さ れ た 。 今 回 の 「 タ オ ル

び と 」 は 、 今 治 屈 指 の 製 織 技 術

者 を と り 上 げ る 。  
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1．  幼 ・ 少 年 時 代  

 

2 歳のときの今治空襲はいまも鮮明に覚えている 

 

 1 9 4 3 年 8 月 1 8 日 、 谷 口 史 郎 氏 は 、 父 ・ 鹿 市
し か い ち

氏 と 母 ・ 千 代 氏 と

の 間 に 今 治 市 馬 越 町 で 生 ま れ た 。 上 か ら 順 に 長 女 、 次 女 、 三 女 、 長

男 が お り 、 谷 口 氏 は 5 人 兄 姉 の 末 っ 子 で あ る 。 谷 口 氏 は 父 親 が 5 0

歳 の と き の 子 ど も で 、 一 番 上 の 長 女 ・ ヒ デ ミ 氏 と は 1 6 歳 離 れ て お

り 、 ヒ デ ミ 氏 の 長 男 の 渡 部 裕 明 氏 と は 兄 弟 の よ う に 育 ち 、 子 ど も の

頃 か ら 仲 が 良 か っ た 。  

 鹿 市 氏 は 、 晒 し 場 の 仕 事 を し て 生 計 を

立 て 、 母 親 は 綿 布 の 「 伸 べ 巻 き 」 の 仕 事

に 従 事 し 、 共 働 き だ っ た 。 谷 口 氏 の 生 ま

れ た 1 9 4 3 年 は 日 本 が 戦 争 の 真 っ 只 中 に

あ り 、谷 口 氏 が 2 歳 の と き に 今 治 に 悲 劇

が 襲 っ た 。 1 9 4 5 年 4 月 2 6 日 、 5 月 8

日 、8 月 5 日 〜 6 日 の 3 度 に わ た る 米 軍

に よ る 空 襲 で 、市 内 の 約 8 割 を 焼 失 、約

6 0 0 人 の 犠 牲 者 を 出 し た 。谷 口 氏 は 、母

親 に 連 れ ら れ て 家 の 近 く の 鯨 山 古 墳 の 下

に あ っ た 防 空 壕 に 駆 け 込 み 難 を 逃 れ た が 、

変 わ り 果 て た 今 治 の 風 景 は 、 2 歳 の 幼 児

に 強 烈 な 印 象 を 残 し た 。 谷 口 氏 い わ く 、

「 そ の 他 の こ と は 何 も 覚 え て い な い の に 、 あ の 焼 け 野 原 だ け は 今 で

も 頭 の な か に あ る ん で す よ 。」3 度 目 の 今 治 空 襲 の 約 1 0 日 後 、日 本

の 降 伏 に よ り 長 い 戦 争 に 終 止 符 が 打 た れ た 。 平 和 な 時 代 が よ う や く

や っ て 来 た 。  

 も う 一 つ 、 幼 か っ た 谷 口 氏 の 脳 裏 に 焼 き 付 い て 離 れ な い 怖 い 記 憶

が あ る 。 1 9 4 6 年 1 2 月 2 1 日 に 発 生 し た 南 海 地 震   で あ る 。 家

が 大 き く 揺 れ た の で 、 母 親 が 布 団 の な か に 入 れ て あ っ た 行 火
あ ん か

と 谷 口

 

谷 口 氏 の 小 学 校 時 代  

谷 口 氏 （ 左 ）、 渡 部 裕 明 氏 （ 右 ）  

LOOKS
ノート注釈
午前4時19分に発生した南海地震は、紀伊半島沖の南海トラフを震源とするマグニチュード8.0の巨大地震であった。とくに近畿と四国を中心に広い範囲に影響が及び、大きな揺れに続いて紀伊半島南岸や四国南部を4～6.5mの津波が襲い１,３３０人の死亡者を出した。
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氏 を 抱 え て 外 に 非 難 す る と 、 近 所 の 人 た ち も 集 ま っ て い た 光 景 を い

ま だ に 覚 え て い る 。  

 7 歳 に 成 長 し た 谷 口 氏 は 、 1 9 5 0 年 に 今 治 市 立 日 高 小 学 校 に 入 学

し た 。 放 課 後 に な る と い つ も 友 だ ち と 遊 ぶ 元 気 な 少 年 で あ り 、 夏 に

は 毎 日 の よ う に 川 に 行 き 、 川 で 遊 ぶ う ち に 自 然 と 泳 ぎ を 覚 え た 。 川

で 採 っ た ド ジ ョ ウ を カ ゴ の な か に 入 れ て 一 晩 川 底 に 置 き 、 天 然 の う

な ぎ を 捕 ま え て 喜 ん で い た こ と は 懐 か し い 想 い 出 で あ る 。 一 方 、 農

繁 期 に な る と 学 校 が 休 み に な り 、 農 家 の 子 供 た ち は 田 植 え や 稲 刈 り

の 手 伝 い を し た 。「米 は 一 粒 で も 無 駄 に し て は い け な い 。米 一 粒 で も

1 年 手 間 を か け て 作 っ た も の だ か ら ね 」 と 両 親 か ら 口 を 酸 っ ぱ く し

て 言 わ れ た 。  

 小 学 校 を 卒 業 し た 谷 口 氏 は 、今 治 市 立 日 高 中 学 校（ 現・西 中 学 校 ）

で 学 び 、 野 球 と 出 会 っ た 。 入 学 し た 年 に 日 高 中 学 校 に 野 球 部 が 発 足

し た た め 、 本 格 的 に 野 球 の 練 習 を 始 め た の は 夏 休 み か ら だ っ た 。 野

球 部 で は サ ー ド と し て 活 躍 し 、 今 治 市 秋 の 新 人 大 会 で は 決 勝 戦 ま で

勝 ち 進 み 、 今 治 市 立 桜 井 中 学 校 と 1 2

回 延 長 の 末 、1 対 1 の 引 き 分 け と な っ

た 。 そ の 結 果 、 両 校 の 選 手 に メ ダ ル が

授 与 さ れ 、 優 勝 旗 は 半 年 ず つ 交 替 で 両

校 が 持 つ こ と に 決 ま っ た 。 こ う し て 、

白 球 を 追 い か け る 野 球 が 谷 口 氏 の 人 生

に お け る 趣 味 と な っ た 。  

 小 さ い 頃 か ら モ ノ づ く り が 大 好 き だ

っ た 谷 口 氏 は 、 将 来 何 か を つ く る 仕 事

に 就 こ う と 漠 然 と お も っ て い た 。 そ し

て 1 9 5 9 年 、愛 媛 県 立 今 治 工 業 高 等 学

校 に 進 み 、 工 業 化 学 科 に 所 属 し 、 エ ネ

ル ギ ー や 石 油 化 学 な ど 化 学 工 業 分 野 の

基 礎 と 応 用 を 学 ん だ 。  

 高 校 時 代 に 印 象 に 残 っ て い る の は 、修 学 旅 行 と 少 林 寺 拳 法 で あ る 。

 

日 高 中 学 校 時 代  

優 勝 旗 を 手 に し て い る 谷 口 氏  
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修 学 旅 行 は 、 196 0 年 1 0 月 1 2 日 か ら 夜 行 列 車 に 乗 っ て 鎌 倉 、 東

京 、日 光 を 巡 る 3 泊 4 日 の 旅 で あ り 、工 業 高 校 ら し い の は 羽 田 空 港

が 旅 程 に 入 っ て い た こ と で あ る 。

当 時 は 新 幹 線 も ま だ 開 通 し て お

ら ず 、 乗 り 物 の 花 形 は 何 と 言 っ

て も 飛 行 機 だ っ た 。  

 鎌 倉 か ら 東 京 に 向 か う 観 光 バ

ス の な か で 流 れ て い た ニ ュ ー ス

は 谷 口 氏 に と っ て あ ま り に も 衝

撃 的 で あ り 、 修 学 旅 行 の 想 い 出

の ひ と つ で あ る 。 旅 程 に 入 っ て

い た 国 会 議 事 堂 見 学 が 中 止 に な

っ た ほ ど の 出 来 事 が 東 京 で 起 こ

っ て い た 。 そ の ニ ュ ー ス と は 、 日 本 社 会 党 委

員 長 の 浅 沼 稲 次 郎   が 日 比 谷 公 会 堂 で 演

説 し て い た と こ ろ 、 1 7 歳 の 右 翼 少 年 ・ 山 口

二 矢
お と や

に 暗 殺 さ れ る と い う 事 件 で あ っ た 。 お な

じ 1 7 歳 の 少 年 が 起 こ し た 事 件 は 、 谷 口 氏 に

と っ て 大 き な シ ョ ッ ク だ っ た 。 国 会 議 事 堂 周

辺 に は 警 察 官 が 包 囲 し て お り 、 結 局 国 会 議 事

堂 見 学 は 断 念 せ ざ る を 得 な か っ た が 、 今 治 か

ら や っ て 来 た 青 年 に と っ て 十 分 な 東 京 見 聞 と

な っ た 。  

 高 校 時 代 に 新 し い ス ポ ー ツ に も 挑 戦 し た 。

中 学 時 代 に 野 球 一 筋 だ っ た 谷 口 氏 は 、 友 人 の

誘 い で 少 林 寺 拳 法 部 に 入 部 し た 。「 何 で も ト ラ

イ し て 、そ れ を 楽 し む 」と い う 精 神 は 、少 年 時 代 か ら の も の で あ る 。  

 

 

 

 

  修 学 旅 行 で 行 っ た 羽 田 空 港 を バ ッ ク に  

      左 か ら 2 番 目 が 谷 口 氏  

 

 

 今 治 工 業 高 等 学 校 時 代  

LOOKS
ノート注釈
1898年東京都三宅島生まれ。1923年早稲田大学政治経済学部卒業。同大在学中より民人同盟会結成に参加し、その後和田巌や田所輝明、三宅正一らと建設者同盟を創立して社会主義運動に参加。1933年東京市会議員、1936年衆議院議員。戦後、日本社会党結成に参加し、組織部長となる。1948年の第3回党大会で書記長に就任、1951年分裂時は右派社会党書記長、1955年統一大会でも書記長に選出され、1960年3月に委員長に就任した。しかし1960年10月12日、日比谷公会堂で演説中に山口二矢に刺殺され死亡。
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2．  高 校 卒 業 後 か ら (株 )オ リ ム 入 社 ま で の 経 緯  

 

おいしい空気 と水のあるところで暮 らしたい、これが帰今の理

由だった  

 

 高 校 を 卒 業 後 、 谷 口 氏 は 大 阪 の 富 士 イ ン キ 工 業 (株 )   に 技 術 者

と し て 入 社 し た 。 時 代 は 高 度 成 長 期 に あ っ て 、 日 本 の 若 者 は ま す ま

す 都 会 に 吸 い 寄 せ ら れ て い っ た 。 谷 口 氏 も そ の ひ と り で あ り 、 身 軽

な 農 家 の 次 男 で 都 会 へ の 憧 れ も あ っ て 大 阪

へ の 就 職 を 決 め た 。 時 代 的 に 、 ほ ぼ 集 団 就

職 に 近 か っ た 。 富 士 イ ン キ 工 業 は 、 印 刷 用

イ ン キ を 製 造 す る メ ー カ ー で あ り 、 当 時 は

モ ノ を 包 装 す る 袋 に ビ ニ ー ル や ナ イ ロ ン 、

ポ リ エ チ レ ン 、 セ ロ フ ァ ン な ど 新 し い 素 材

が 次 々 と 生 ま れ 、 こ れ ら の 素 材 に 適 合 す る

イ ン キ を 開 発 し て い た 。 谷 口 氏 は 、 顔 料 と

接 着 剤 を 調 合 す る 技 術 職 と し て 働 い た 。  

 追 い 風 と な っ た の が イ ン ス タ ン ト ラ ー メ

ン の ヒ ッ ト で あ る 。 イ ン ス タ ン ト ラ ー メ ン

の 容 器 に 合 っ た 速 乾 性 の 高 い 印 刷 イ ン キ が

開 発 さ れ 、 こ れ を 契 機 に 会 社 は 工 場 を 拡 張

し 量 産 体 制 に 入 っ た 。 会 社 の 売 上 は う な ぎ

上 り に 増 加 し て い っ た が 、 従 業 員 の 仕 事 は 多 忙 を 極 め た 。  

 谷 口 氏 に と っ て 何 よ り の 楽 し み が 野 球 だ っ た 。 野 球 好 き の 谷 口 氏

は 、 社 内 の 軟 式 野 球 チ ー ム に 入 り 、 ピ ッ チ ャ ー と し て 活 躍 し た 。 入

部 後 に ピ ッ チ ャ ー と し て 練 習 を 重 ね 、 1 年 後 に は 試 合 に 勝 て る ま で

に 上 達 し た 。 忙 し い 毎 日 の な か に あ っ て も 、 仲 間 と 一 緒 に 楽 し い 時

間 を 過 ご し た 。 学 生 時 代 か ら 始 め た 野 球 を と お し て 、 人 と 人 と の 繋

が り や 助 け 合 い の 精 神 、 人 あ っ て の 自 分 な ど 、 数 多 く の こ と を 教 え

ら れ た 。「わ た し は 個 人 プ レ ー の ス ポ ー ツ よ り 、団 体 で す る ス ポ ー ツ

 

富 士 イ ン キ 工 業 時 代 も  

ピ ッ チ ャ ー と し て 活 躍  

LOOKS
ノート注釈
1945年設立の共立産業（株）が前身で、一般印刷インキおよび印刷資材販売を事業とした。1948年に富士印刷資材（株）に改称され、1950年に現在の富士インキ工業（株）となる。現在はグラビア印刷用インキの開発・製造・販売・特殊ラミネート加工がおもな事業である。
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の 方 が 好 き で す 」と い う と こ ろ に 、谷 口 氏 の 人 柄 が に じ み 出 て い る 。  

 大 阪 で の 都 会 暮 ら し は 4 年 間 つ づ い た 。騒 が し く も 平 和 な 日 々 を

送 っ て い た あ る 日 、 ふ と 、 都 会 の ど ん よ り 曇 っ た 空 が 目 に 入 り 、 こ

の と き 谷 口 氏 は 思 っ た 。「お い し い 空 気 と 水 の あ る と こ ろ で 暮 ら し た

い な 。一 生 こ こ で は 暮 ら せ な い な 。今 治 に 帰 ろ う 。」こ れ が 谷 口 氏 の

帰 今 の 理 由 で あ っ た 。 谷 口 氏 が 住 ん で い た 東 淀 川 区 は 工 場 が 乱 立 し

て お り 、 汚 水 や 排 ガ ス の 規 制 が な い 時 代 に 、 工 場 か ら の 廃 液 や 煙 突

か ら の 煤 煙 な ど が 四 六 時 中 放 出 さ れ 、 毎 日 が い ま に も 雨 が 降 り そ う

な ど ん よ り し た 空 の 色 だ っ た 。 光 化 学 ス モ ッ グ   に よ る 農 作 物 へ

の 被 害 が 報 告 さ れ る よ う に な っ た の も 196 0 年 代 の 半 ば 頃 で あ る 。

高 度 成 長 期 に お け る 都 市 の み な ら ず 各 地 域 の 公 害 問 題 は 、 社 会 的 な

問 題 に 発 展 し て お り 、 事 実 、 196 7 年 の 公 害 対 策 基 本 法   成 立 も

そ の 証 で あ る 。  

 

帰今すると、周 りはタオル関係者で街は活気に溢れていた  

 

 1 9 6 6 年 4 月 、帰 今 し た 谷 口 氏 が す ぐ に ト ラ イ し た の は 、運 転 免

許 取 得 だ っ た 。「 こ れ か ら は 車 社 会 に な る 」と 、ず っ と 以 前 か ら 切 望

し て い た こ と で あ り 、よ う や く そ の 夢 は 叶 っ た 。谷 口 氏 の な か で は 、

大 阪 に い た 時 代 と ま っ た く 違 う 、 ゆ っ く り と し た 時 間 が 流 れ て い っ

た 。 し か し 、 一 歩 家 の 外 に 出 る と 、 1 9 6 0 年 に 日 本 一 の タ オ ル 生 産

高 を 達 成 し た 今 治 で は 、 タ オ ル づ く り に 猫 の 手 も 借 り た い ほ ど 多 忙

な 人 び と で 活 気 に 溢 れ て い た 。 街 を 歩 け ば 出 く わ す 人 の ほ と ん ど が

タ オ ル 関 係 者 で あ り 、 谷 口 氏 の 身 近 で は 実 姉 の ヒ デ ミ 氏 も そ の 夫 の

渡 部 氏 も タ オ ル 関 係 者 で あ っ た 。 渡 部 氏 は 、 老 舗 タ オ ル メ ー カ ー の

楠 橋 紋 織 (株 )に 勤 め て い た が 、 退 職 後 、 独 立 し て 南 海 タ オ ル 工 場 を

経 営 し 、ヒ デ ミ 氏 も 工 場 を 手 伝 っ て い た 。こ の よ う な 状 況 の な か で 、

谷 口 氏 が タ オ ル に 係 わ る 仕 事 に 就 く ま で そ う 時 間 は か か ら な か っ た 。 

 実 姉 の 勤 務 先 の 南 海 タ オ ル 工 場 で は 、 製 織 技 術 者 が 足 り ず 困 っ て

い た 。 そ こ で 、 大 阪 か ら 帰 今 し 、 し ば ら く の ん び り し て い た 谷 口 氏

LOOKS
ノート注釈
工場や自動車の排ガスなどに含まれる窒素酸化物や炭化水素が、日光に含まれる紫外線によって光化学反応を起こしスモッグを発生させる現象。日本での光化学スモッグに対する一般的認識は、1970年の環状七号線付近の被害に関する東京都の調査によるものであるが、のちほど1965年頃に近畿や四国で発生した農作物への被害が光化学スモッグであることが判明。

LOOKS
ノート注釈
1967年7月成立。全国各地で深刻化する公害問題に対して、公害の対象範囲や公害発生源者の責任などを明確化し、公害対策をどのように推進するかを定めた法律。
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に 実 姉 か ら 声 が 掛 か り 、 技 術 者 と し て の キ ャ リ ア が 買 わ れ て 南 海 タ

オ ル に す ぐ さ ま 入 社 し た 。 帰 今 し て か ら 半 年 ほ ど 経 っ た 196 6 年

1 0 月 の こ と で あ る 。 南 海 タ オ ル 工 場 で は 、 ジ ャ カ ー ド 機 2 台 、 ド

ビ ー 機 8 台 の 合 計 1 0 台 の 織 機 が 設 置 し て あ り 、当 時 は シ ャ ト ル 織

機 が 主 流 で あ っ た 。 シ ャ ト ル 織 機 を 使 っ て 製 織 す る 場 合 、 糸 切 れ に

は 細 心 の 注 意 が 必 要 と さ れ た 。こ れ を 怠 る と B 級 品 に な っ て し ま い 、

タ オ ル の 品 質 が 格 段 に 低 下 し た 。 技 術 者 の 腕 の 良 し 悪 し は 、 こ の シ

ャ ト ル 織 機 の 操 作 具 合 に よ っ て 決 ま っ た 時 代 で あ る 。  

 何 も 知 ら ず に タ オ ル 業 界 に 飛 び 込 ん だ 谷 口 氏 は 、 と に か く タ オ ル

織 機 に つ い て 貪 欲 に 学 ん だ 。 タ オ ル 織 機 の 構 造 、 パ イ ル の で き る 仕

組 み 、地 織 の で き る 仕 組 み 、上 糸・下 糸 の テ ン シ ョ ン の 違 い 、開 口 、

筬 打 ち 、 緯 入 れ な ど 覚 え な け れ ば な ら な い こ と は 山 ほ ど あ り 、 上 司

に は 「 仕 事 は 人 が や っ て い る こ と を 見 て 覚 え る も の だ 」 と 言 わ れ 、

先 輩 技 術 者 の や っ て い る こ と を 懸 命 に 観 察 し た 。 と 同 時 に 、 上 司 で

あ ろ う が 同 僚 で あ ろ う が 、質 問 で き る 人 に は ど こ で も 何 で も 聞 い た 。

今 治 の 織 機 を 修 理 し て い た 鉄 工 所 に 行 く と 他 の タ オ ル 工 場 の 技 術 者

が お り 、 そ こ で も わ か ら な い こ と を 聞 い て 教 え て も ら っ た 。 タ オ ル

織 機 の 理 屈 が わ か っ て く る と 、 そ れ ま で 以 上 に 面 白 く な っ て も っ と

多 く の こ と を 覚 え た 。  

 南 海 タ オ ル 工 場 に 入 社 し て 1 年 が 経 過 し た 頃 、先 輩 の 技 術 者 が 退

社 し 、 谷 口 氏 は 急 き ょ そ の 穴 埋 め に 織 機 の 調 整 な ど を 任 さ れ る よ う

に な っ た 。 退 社 し た 先 輩 か ら は 、「 古 い 織 機 の 回 転 し て い る 箇 所 は 、

毎 日 油 を 差 し て あ げ な け れ ば な ら な い 。 油 を 差 し て い た ら 、 そ の 織

機 の 調 子 が わ か る も の だ 」 と 言 わ れ て い た の で 、 毎 日 油 を 差 し な が

ら 、 摩 耗 し て い る 箇 所 が あ る か 否 か 、 油 切 れ し て い て 熱 を 持 っ て い

る か 否 か 、 変 な 音 が し て い る か 否 か な ど 細 心 の 注 意 を 払 っ て メ ン テ

ナ ン ス を し た 。 鋳 物 製 の 古 い 織 機 は 、 よ く 折 れ た り 、 摩 耗 し た り し

て い た が 、 そ の 都 度 、 鉄 工 所 で 溶 接 を し て も ら っ た り 、 施 盤 で 削 っ

て も ら っ た り 、 部 品 を 新 し く 作 っ て も ら っ た り 、 子 ど も を 育 て る よ

う に 手 間 と 時 間 を か け て 織 機 の 調 整 を し た 。 こ う し て 、 谷 口 氏 は 、
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勤 勉 実 直 に 技 術 を 修 得 し 、 や が て 南 海 タ オ ル 工 場 で 一 人 前 の 技 術 者

と な っ て い っ た 。  

 プ ラ イ ベ ー ト で は 、 1 9 6 9 年 1 2 月 、 谷 口 氏 が 2 6 歳 の と き に 伊

予 三 島 生 ま れ で 今 治 市 内 に 住 ん で い た 照 子 氏 と 見 合 結 婚 し た 。 照 子

氏 は 、短 期 大 学 を 卒 業 後 、

栄 養 士 と し て 働 い て い た 。

新 婚 旅 行 は 当 時 の ハ ネ ム

ー ン の メ ッ カ で あ る 宮

崎 ・ 鹿 児 島 だ っ た 。 そ し

て 、翌 年 の 1 9 7 0 年 に 長

男 の 真 也 氏 、 197 3 年 に

長 女 の 香 織 氏 が 誕 生 し 、

二 人 の 子 ど も に も 恵 ま れ 、

ま す ま す 仕 事 に 気 合 い が

入 っ た 。  

 1 9 7 1 年 に 全 国 で タ オ ル の 技 能 検 定 （ 1・ 2 級 ） が 始 ま り 、 谷 口

氏 は 1 9 7 3 年 に 2 級 を 受 験 す る こ と に な っ た 。 い き な り 1 級 を ね

ら う に は 現 場 で の 経 験 が 足 り な か っ た た め 、ま ず は 2 級 か ら の 挑 戦

だ っ た 。技 能 検 定 は 実 技 と 学 科 の 2 つ の 試 験 が あ り 、両 方 に 合 格 し

な け れ ば な ら な い 。 実 技 試 験 は 、 初 め て の 左 ハ ン ド ル の 遠 州 織 機 の

操 作 だ っ た 。友 人 の タ オ ル 工 場 に お な じ 型 の 遠 州 織 機 が あ っ た の で 、

そ れ を 借 り て 練 習 を さ せ て も ら い 事 前 に 対 策 を 練 っ て は い た も の の 、

試 験 当 日 は 検 定 員 が 見 守 る な か で 汗 び っ し ょ り で 手 も 震 え る 始 末 だ

っ た 。 し か し 、 ど う に か 実 技 試 験 は 合 格 し た 。 一 方 の 学 科 試 験 は 、

ま ず 講 習 会 を 受 け 、 そ こ で 出 題 さ れ る 問 題 に つ い て 学 習 し 、 さ ら に

家 に 持 ち 帰 っ て 復 習 を す る 作 業 を 何 回 か 繰 返 し た 。 今 ま で 聞 い た こ

と の な い 繊 維 関 連 の 専 門 用 語 や 問 題 の 羅 列 で あ っ た が 、 何 は と も あ

れ が む し ゃ ら に 覚 え た 。 仕 事 と の 両 立 は 厳 し か っ た が 、 学 科 試 験 も

無 事 に 合 格 し た 。  

 

 

新 婚 旅 行 で 行 っ た 開 聞 岳 を バ ッ ク に  
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南海タオル工場の閉鎖  

 

 谷 口 氏 が 検 定 試 験 に 合 格 し た 頃 、 南 海 タ オ ル 工 場 で は フ ェ イ ス タ

オ ル や バ ス タ オ ル 、 お し ぼ り な ど を 主 力 商 品 と し て 、 親 会 社 の 越 智

タ オ ル に 商 品 を 納 入 し て い た 。 い か に 良 い 商 品 を な る べ く 早 期 に 納

品 で き る か が 下 請 の タ オ ル 工 場 に と っ て 他 社 と の 差 別 化 に な る た め 、

日 曜 日 以 外 の 週 6 日 、早 朝 か ら 夜 遅 く ま で 工 場 で 織 機 を 動 か し て い

た 。  

 197 0 年 代 は 新 し い 織 機 が 登 場 し た 時 代 で あ っ た が 、 南 海 タ オ ル

工 場 で は 既 存 の シ ャ ト ル 織 機 を 改 造 し た り 、 他 の 工 場 で 使 わ れ て い

た 古 い 織 機 を 購 入 し 手 を 加 え た り し て 生 産 量 を 増 や し て い た 。 た と

え ば 、 緯 糸 が な く な る 前 に 織 機 を 止 め る 林 フ ィ ラ ー の 光 電 管 を 取 り

付 け 、 従 来 、 一 人 の 技 術 者 が 2、 3 台 の 織 機 を 操 作 す る の が 通 常 だ

っ た と こ ろ 4 台 に ま で 増 や し た 。こ う し た 改 良 作 業 は 、技 術 者 で あ

る 谷 口 氏 が 主 導 し た 。  

 南 海 タ オ ル 工 場 の 経 営 は 順 調 だ っ た が 、 198 1 年 に 経 営 上 の 事 情

か ら 渡 部 タ オ ル 工 場 に 改 称 さ れ た 。 し か し 、 親 会 社 の 越 智 タ オ ル が

倒 産 し 、 し か も 保 証 人 に な っ て い た 関 係 で す べ て の 財 産 を 没 収 さ れ

て し ま い 、1 9 8 6 年 4 月 に 谷 口 氏 が タ オ ル 技 術 者 と し て キ ャ リ ア を

積 ん だ タ オ ル 工 場 は 、 惜 し く も 今 治 か ら 姿 を 消 し た 。  

 「 捨 て る 神 あ れ ば 拾 う 神 あ り 」 で あ る 。 当 時 、 渡 部 タ オ ル 工 場 が

下 請 を し て い た 平 林 タ オ ル （ 株 ） の 専 務 だ っ た 平 林 元 樹 氏 が 最 新 型

の 機 械 を 設 備 し た タ オ ル 工 場 を 新 し く 創 設 す る と い う こ と で 、 技 術

者 と し て 谷 口 氏 に 声 が 掛 か っ た 。 そ し て 、 同 年 5 月 の (株 )オ リ ム 設

立 と 同 時 に 入 社 し 、 7 月 か ら 同 社 の 製 織 技 術 者 と し て 本 格 的 に 活 動

を 開 始 し た 。（ 次 号 に つ づ く ）  

 

                        

 


